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令
和
6
年
1
月
7
日
（
日
）、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
善
光
寺
事
務

局
講
堂
で
城
山
公
民
館
成
人
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
寒
さ

も
少
し
ゆ
る
み
、
穏
や
か
な
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
成
人

式
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
第
一
・
第
二
地
区

か
ら
合
わ
せ
て
1
0
8
人
の
成
人

者
の
参
加
が
あ
り
、
久
し
ぶ
り
の

再
会
に
笑
顔
あ
ふ
れ
る
華
や
か
な

会
場
風
景
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
式
の
前
に
、
加
茂
神
社
神
楽

囃
子
保
存
会
の
皆
さ
ん
の
獅
子
舞

が
披
露
さ
れ
、
お
祝
い
ム
ー
ド
が

高
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
小
池
成
人
式
実
行
委

員
長
の
式
辞
に
続
き
、
成
人
者
代

表
か
ら
「
成
人
誓
い
の
言
葉
」
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
来

賓
を
代
表
し
て
、
長
野
市
議
会
議

員
の
箱
山
正
一
さ
ん
か
ら
、「
本
日

を
境
に
、
こ
こ
か
ら
は
僕
ら
と
一

緒
に
『
じ
ゃ
あ
、
自
分
は
ど
う
し

た
い
？
自
分
に
何
が
で
き
る
か
？
』

の
実
践
者
の
立
場
で
、
ど
う
か
故

郷
N
A
G
A
N
O
の
未
来
を
近
い

将
来
、
僕
ら
と
こ
の
夢
や
課
題
に

共
に
挑
戦
で
き
る
人
材
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
す
ぐ
で
も
い
い
で

す
し
、
何
年
後
か
で
も
い
い
で
す
。

僕
ら
は
、
少
な
く
と
も
僕
は
、
み
な

さ
ん
の
こ
と
を
待
っ
て
い
ま
す
！
」

と
の
、
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

成
人
者
代
表
誓
い
の
言
葉

�

鈴
木 

愛
乃
さ
ん

�

（
第
一
地
区
）

　

私
た
ち
は
20
歳
を
迎
え
、
す
で
に

職
業
に
従
事
し
て
い
る
者
や
、
学

業
に
励
ん
で
い
る
者
な
ど
立
場
は

様
々
で
す
が
、
一
人
一
人
が
自
分

の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
社
会
の

一
員
と
し
て
常
に
向
上
心
を
持
っ

て
前
進
す
る
覚
悟
で
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
東
京
の
専
門
学
校

で
カ
メ
ラ
マ
ン
を
目
指
し
て
お
り
、

春
か
ら
は
舞
台
や
音
楽
ラ
イ
ブ
で

の
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
働
く
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
カ

メ
ラ
が
好
き
で
映
像
に
関
わ
る
仕

事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
働
け
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
よ
り

多
く
の
人
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る

映
像
技
術
者
に
な
れ
る
よ
う
に
こ

れ
か
ら
も
夢
や
目
標
を
持
ち
続
け
、

周
り
の
人
々
と
協
力
し
支
え
合
い
、

共
に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
社

会
の
一
員
と
し
て
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

成
人
者
親
の
声

○
小
学
校
の
頃
、
あ
ん
な
に
小
さ

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
晴
れ
て

成
人
と
な
り
、
た
く
ま
し
く
な
っ

た
姿
を
見
て
、
こ
ち
ら
も
背
筋
が

ピ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
、
地
域
の
み
な

さ
ん
か
ら
の
お
祝
い
ム
ー
ド
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
善
光
寺
で
の
成
人
式

は
、
そ
ん
な
格
別
で
特
別
な
記
念
日

と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
式
が
終
わ

り
、
国
宝
善
光
寺
を
背
に
晴
れ
姿
で

記
念
撮
影
で
き
る
の
も
城
山
公
民
館

の
成
人
式
な
ら
で
は
で
す
ね
。

○
善
光
寺
事
務
局
・
講
堂
で
開
催

さ
れ
た
「
城
山
公
民
館
成
人
式
」
に
、

帰
省
中
の
娘
が
参
加
し
ま
し
た
。

他
地
区
と
の
合
同
開
催
か
ら
、
城

山
公
民
館
区
開
催
と
な
っ
て
2
年

目
で
す
が
、
善
光
寺
の
目
前
で
地

元
の
皆
さ
ん
に
晴
れ
の
門
出
を
祝

福
い
た
だ
く
こ
と
は
、
親
と
し
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

当
日
、
式
の
終
了
時
間
を
見
計

ら
っ
て
会
場
へ
向
か
い
、
晴
れ
着
に

身
を
包
ん
だ
娘
と
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
バ
ッ
ク
は
国
宝
・

善
光
寺
さ

ん
。
ス
マ

ホ
の
待
ち

受
け
画
面

候
補
で

す
！

�

倉
石 

康
弘
さ
ん

�

（
第
二
地
区
）

　

私
は
、
現
在
製
造
業
の
仕
事
に

就
い
て
い
ま
す
。
日
々
、
良
い
も

の
を
納
期
通
り
に
、
ど
う
や
っ
た

ら
よ
り
効
率
良
く
作
業
が
出
来
る

の
か
考
え
仕
事
を
し
な
が
ら
、
い

ち
早
く
、
会
社
の
力
に
な
れ
る
よ

う
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
に
は
、
会
社
を
代

表
し
て
お
客
様
の
所
に
出
張
に
行

き
ま
し
た
。
3
週
間
と
い
う
長
期

の
出
張
で
始
め
は
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
ま
で
の
経
験
や
知
識

を
活
か
し
て
何
と
か
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

20
歳
と
い
う
、
大
き
な
節
目
を

迎
え
、
こ
れ
か
ら
先
ど
の
よ
う
な

人
生
を
歩
ん
で
い
く
の
か
、
社
会

の
た
め
に
何
が
出
来
る
の
か
真
剣

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ

た
、
地
域
の
皆
様
や
家
族
に
恩
返

し
が
出
来
る
よ
う
成
長
し
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

第一・第二地区から第一・第二地区から
贈られた記念品贈られた記念品

来賓祝辞来賓祝辞

加茂神楽囃子加茂神楽囃子
保存会のみなさん保存会のみなさん

中学卒業以来中学卒業以来
久しぶりの記念撮影久しぶりの記念撮影

城
山
公
民
館
成
人
式
開
催

〜
善
光
寺
に
て 

地
元
開
催
２
年
目
〜

令和5年度
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�

戸
隠
地
質
化
石
博
物
館
　
　

�

田
辺
　
智
隆

　
新
年
早
々
、
善
光
寺
地
震
よ
り

も
規
模
が
大
き
い
能
登
半
島
地
震

が
発
生
し
、
大
き
な
震
災
と
な
り

ま
し
た
。
大
地
が
一
気
に
動
く
と
、

大
き
な
被
害
が
生
じ
ま
す
。
そ
ん

な
大
地
の
動
き
が
長
野
市
の
風
景

に
も
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
こ

の
連
載
で
は
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

信
州
大
学
教
育
学
部
の
北
、
約

1
0
0
ｍ
高
い
場
所
に
台
地
が
あ

り
「
往
生
地
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
は
前
回
の
館
報
1
9
8

号
で
紹
介
し
た
裾
花
川
沿
い
の
河

岸
段
丘
よ

り
さ
ら
に

高
い
段

丘
地
形
で

す
。

　

つ
ま
り
、

こ
の
往
生

地
は
、
か

つ
て
は
裾

花
川
が
流

れ
て
い
た

場
所
な
の

で
す
。
標

高
5
0
0

～
4
8
0

ｍ
ほ
ど
あ

り
、
今
は
リ
ン
ゴ
畑
や
住
宅
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

童
謡
「
夕
焼
け
小
焼
け
」
の
モ

チ
ー
フ
と
な
っ
た
往
生
寺
が
あ

り
、
日
当
た
り
の
よ
さ
を
生
か
し
、

明
治
12
年
（
1
8
7
9
）
か
ら
リ

ン
ゴ
が
栽
培
さ
れ
た
、
リ
ン
ゴ
栽

培
発
祥
の
地
の
一
つ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
地
を
通
る
道
路
が

「
展
望
道
路
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
、
市
街
地
の
眺
望
も
よ
い
場
所

で
す
。
明
治
21
年
（
1
8
8
8
）

か
ら
大
正
の
初
め
ま
で
、
正
午
を

し
ら
せ
る
空
砲
（
ド
ン
）
を
撃
っ

た
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
往
生
地
の
北
に
あ
る
「
郷

路
山
」
は
、
安
山
岩
の
貫
入
岩
体

で
す
（
館
報
1
6
6
号
）。
旭
山

や
地
附
山
に
露
出
す
る
白
い
海
底

火
山
が
噴
火
し
た
時
の
裾
花
凝
灰

岩
層
よ
り
、
均
質
で
適
度
な
硬
さ

を
も
っ
た
石
材
で
、
切
り
出
し
や

運
び
出
し
も
容
易
だ
っ
た
の
で
、

「
郷
路
石
」
と
呼
ば
れ
、
江
戸
時

代
か
ら
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
善
光

寺
門
前
の
敷
石
を
始
め
、
多
く
の

神
社
や
お
寺
、
住
宅
な
ど
で
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
当
時
は
、
西
長
野

の
通
り
は
多
く
の
石
屋
さ
ん
が
並

ん
で
い
た
そ
う
で
す
が
、
明
治
時

代
で
石
切
場
と
し
て
の
利
用
は
終

わ
り
ま
し
た
。

　

大
正
2
年
（
1
9
1
3
）、
長

野
市
で
水
道
整
備
事
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。
戸
隠
中
社
の
水
源
池
か

ら
導
水
管
を
埋
設
し
、
往
生
地
に

ろ
過
・
貯
水
用
の
浄
水
場
を
つ
く

り
、
市
街
地
に
配
水
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

当
時
の
記
録
の
中
に
、
事
前
の

調
査
で
地
下
に
粘
土
層
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
貯
水
池
の
漏
水
用

の
資
材
と
し
ま
し
た
が
不
足
し
た

の
で
城
山
か
ら
運
ん
で
使
っ
た
、

と
の
一
節
が
あ
り
ま
す
。

　

館
報
1
6
2
号
で
、
長
野
盆

地
一
帯
が
湖
と
な
り
城
山
丘
陵
に

も
そ
の
湖
に
堆
積
し
た
粘
土
層
が

あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

こ
の
往
生
地
の
粘
土
層
も
、
そ
の

続
き
な
の
で
し
ょ
う
。
旭
山
南
麓

の
夏
目
ケ
原
に
も
、
こ
の
粘
土
層

が
続
き
ま
す
。
こ
の
地
層
は
、
豊

野
地
区
で
厚
く
堆
積
し
て
お
り

「
豊
野
層
」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、

そ
の
地
層
を
追
跡
す
る
こ
と
で
、

当
時
の
湖
の
広
が
り
が
わ
か
り
ま

す
。
豊
野
層
は
千
曲
市
か
ら
中
野

市
に
か
け
て
追
跡
さ
れ
て
い
て
、

図
に
示
し
た
よ
う
に
長
野
盆
地
一

帯
が
広
い
湖
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

こ
の
豊
野
層
は
、
城
山
だ
け
で

な
く
市
街
地
の
地
下
に
も
あ
る
は

ず
で
す
。
湖
が
な
く
な
っ
た
後
、

山
側
が
隆
起
し
、
長
野
盆
地
側
が

沈
み
こ
む
と
い
う
、
長
野
盆
地
西

縁
断
層
の
動
き
が
往
生
地
の
高
台

を
つ
く
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

特
に
裾
花
川
が
流
れ
込
む
風
景

の
中
に
、
こ
う
し
た
大
地
の
動
き

―
つ
ま
り
大
き
な
地
震
が
何
回
も

あ
っ
た
と
い
う
―
痕
跡
が
残
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

停
戦
の
気
配
が
見
え
な
い
東
欧

や
中
東
の
戦
争
が
続
く
中
で
新
年

が
始
ま
っ
た
。
そ
こ
に
け
た
た
ま

し
い
警
報
と
共
に
震
度
７
の
激
震

が
能
登
半
島
を
襲
っ
て
き
た
元
日
。

　

日
が
経
つ
に
連
れ
被
害
の
実
態

が
見
え
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
、

一
体
ど
う
し
た
の
か
と
訝
る
ほ
ど

酷
い
国
や
県
の
も
た
つ
い
た
救
援

態
勢
に
心
は
ざ
わ
つ
い
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
も
同
じ
思
い
は
多

数
の
利
用
者
か
ら
窺
わ
れ
、
迅
速

な
初
動
対
応
と
状
況
を
見
極
め
た

救
援
を
求
め
る
声
は
大
き
か
っ
た
。

　

阪
神
大
震
災
か
ら
今
年
は
29
年
、

こ
の
間
日
本
を
見
舞
っ
た
大
地
震

は
目
白
押
し
の
勢
い
だ
。
し
か
し
、

避
難
先
は
主
に
体
育
館
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
睡
眠
ま
た
ト
イ
レ
等
へ

の
配
慮
や
そ
の
改
善
策
は
依
然
、

放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

近
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
で

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
や
テ
ン
ト
な

ど
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

次
の
地
震
は
待
っ
て
く
れ
な
い
。

　

今
こ
そ
行
政
は
本
気
に
な
っ
て

関
連
死
を
防
ぐ
避
難
所
の
在
り
方

を
見
直
し
必
要
な
支
援
機
能
の
改

善
を
確
実
に
実
行
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
だ
と
考
え
る
。

特
別
寄
稿

特
別
寄
稿

裾
花
川
と
長
野
市
街
地 

そ
の
８

                    

〜
往
生
地
の
ヒ
ミ
ツ
〜

折
々
日
記

折
々
日
記

地
震
被
災
者
の
胸
中
は

地
震
被
災
者
の
胸
中
は

�

山
口　

茂
文

郷路山と往生地 信大教育学部グラウンドより郷路山と往生地 信大教育学部グラウンドより

豊野湖の広がり豊野湖の広がり

完成当時の往生地浄水場（大正 4 年）完成当時の往生地浄水場（大正 4 年）
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城
山
公
民
館  

歴
史
シ
リ
ー
ズ

城
山
公
園番

外
4

　

城
山
公
園
の
変
貌
を
機
に
、
こ

れ
ま
で
の
城
山
の
歴
史
を
た
ど
り
、

そ
の
姿
を
長
く
記
憶
に
と
ど
め
た

い
と
考
え
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
今
回
も
、
こ
れ
ま

で
の
シ
リ
ー
ズ
を
い
く
つ
か
振
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
号
数
は
館
報
№
）

　

県
社
南
側
に
城
山
館
が
開
館
し

た
明
治
20
年
（
1
8
8
7
）
に
は
、

国
の
「
気
象
台
測
候
所
条
例
」
が

公
布
さ
れ
、
地
方
測
候
所
の
設
置

場
所
の
指
定
が
行
わ
れ
た
。

　

長
野
県
は
上
水
内
郡
長
野
町
へ

指
定
さ
れ
、
明
治
21
年
、
県
社
南

西
44
ｍ
の
地
点
に
敷
地
1
2
0

坪
、
木
造
平
屋
建
て
37
坪
、
露
場

42
坪
の
気
象
観
測
設
備
が
建
設
・

整
備
さ
れ
、
予
備
観
測
を
始
め
た
。

　

明
治
20
年
（
1
8
8
7
）、
善
光

寺
お
膝
元
の
長
野
町
に
、
広
く
市

民
が
集
え
る
施
設
と
し
て
城
山
館

が
開
館
し
た
。
こ
れ
は
長
野
町
の

有
志
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
も
の
で

集
会
や
貸
し
席
に
す
る
目
的
で
建

て
ら
れ
た
。

　

明
治
31
年
（
1
8
9
8
）
に
は
、

長
野
市
が
城
山
館
を
買
収
し
、
市

公
会
堂
と
し
た
。
そ
し
て
、
様
々

の
大
き
な
行
事
が
開
か
れ
、
城
山

館
は
名
実
と
も
に
長
野
市
を
代
表

す
る
公
共
集
会
施
設
と
な
っ
た
。

　

長
野
観
光
館
は
、
城
山
館
跡
地

に
、
昭
和
29
年
（
1
9
5
4
）
4

月
2
日
に
開
館
し
た
。
こ
れ
は
、

長
野
市
民
を
は
じ
め
善
光
寺
を
訪

れ
た
観
光
客
も
対
象
と
し
た
施
設

で
、
観
光
都
市
長
野
の
目
玉
と
す

る
べ
く
建
設
さ
れ
た
。

　

長
野
観
光
館
は
、
城
山
の
高
台

に
あ
り
、
眺
望
も
た
い
へ
ん
よ
い

こ
と
か
ら
、
や
が
て
、
観
光
都
市

長
野
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
案
内
書

や
絵
葉
書
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

成人学校受講生を募集します。皆様のご応募をお待ちしています。

1 募集講座
　　令和 6年度募集の 26 講座（4）面参照

2 講座学習の日程
 （1）3 学期制の講座（各学期 12 回、年 36 回）
　　・1学期　 �4 月� 8 日（月）〜　 �7 月 12 日（金）
　　・2学期　 �7 月 22 日（月）〜　11 月 18 日（月）
　　・3学期　11 月 19 日（火）〜　 �3 月 14 日（金）
 （2）2 学期制の講座　※
　　・たのしいハーモニカ教室
　　・悠遊BONSAI「盆栽」
　　・四季に愛される盆栽とわたし
　　・ウクレレのある生活　　　・ウクレレをはじめよう
　　・憧れのギターライフ　　　・健康ライフ
　　・郷土史「善光寺」　　　　　・New人物画

　　※２学期制については、講座により日程が異なる場合が
　　　あるため詳細は公民館にお問い合わせください。

3 講座時間　　1 講座 2 時間
 （1）午前の部　 9時 30 分〜 11 時 30 分
 （2）午後の部　13 時 30 分〜 15 時 30 分
 （3）夜間の部　18 時 00 分〜 20 時 00 分
　　　◎火よる太極拳は、18 時 30 分〜 20 時 30 分

4 受講料　　1 学期 8,000 円
5 教材費等　講座によりテキスト代・教材費を実費負担
6 受講申込
 （1）期　日　 ��4 月 2 日（火）
 （2）場　所　 ��城山公民館　102 教室
 （3）受付時間
　　・一次募集　午前・午後講座　��9 時 30 分〜 11 時 30 分
　　　　　　　　夜間の講座　　　18 時 00 分〜 18 時 30 分
　　・二次募集　午前・午後講座　�14 時 00 分〜 18 時 00 分
　　　　　　　　夜間の講座　　　18 時 30 分〜 19 時 00 分
 （4）受講料納入　1学期または前期受講料（8,000 円）を
　　　　　　　　　各講座の開講日に納入ください。

令和６年度 城山公民館成人学校 受講生募集要項

シリーズその 10（190 号）長野測候所シリーズその 10（190 号）長野測候所

蔵春閣（左）と城山館（右）蔵春閣（左）と城山館（右） シリーズその 11（191 号）城山館シリーズその 11（191 号）城山館

シリーズその 12（195 号）長野観光館シリーズその 12（195 号）長野観光館市街地側から見た長野観光館市街地側から見た長野観光館
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城山公民館ホームページは情報満載です  長野市立城山公民館 検索

編
集
後
記

　

穏
や
か
な
令
和
6
年
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
が
、
身
近
に
感
じ

る
災
害
が
起
き
ま
し
た
。
元
日
の

夕
方
能
登
半
島
で
震
度
7
の
地

震
が
起
き
、
翌
日
に
は
羽
田
空
港

で
日
航
機
が
炎
上
し
ま
し
た
。

　

我
々
が
日
頃
身
近
に
感
じ
て

い
る
「
災
害
」。
い
つ
、
ど
こ
で

起
き
る
か
測
り
知
れ
ま
せ
ん
。

昔
か
ら
、「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
く
る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
…
。

　

常
日
頃
、
災
害
に
備
え
る
心
で

住
ん
で
い
る
地
形
・
地
質
・
気
候

等
の
条
件
を
よ
く
知
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

館
報
城
山
に
連
載
し
て
い
る

「
歴
史
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
地
域
を

知
る
楽
し
み
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
歴
史
と
伝
統
を
大
切

に
情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柄
澤
）

城
山
小
学
校
創
立
１
５
０
周

年
記
念
事
業
で
、
長
年
の
念
願

か
な
っ
て
整
備
さ
れ
た
北
門
。

新刊図書のご案内
おあとがよろしいようで	 喜多川　泰
ハルマキ100本ノック	 島田　由美子
東家の四兄弟	 瀧羽　麻子
君が手にするはずだった
黄金について	 小川　哲
まるごとうちゅうカレー	 チョー　ヒカル
サンタさんはどうやって
えんとつをおりるの?	 ジョン・クラッセン
かぎ針編みのソックス大全集	
内田真美の日々スープ	 内田　真美
エビフライのしっぽたべようクラブ	 平田　昌広
わたしたちの
ケーキのわけかた	 キム　ヒョウン

講　　座　　名 曜 時 定 講　師 　内　　　　　容
1 ゆっくりじっくりEnglish 月 前 15 德武久美子 もっと目を、外へ、世界へ、向けてみませんか？そして、日常とは違う時間を楽しみましょう。
2 楽 し く ソ ー イ ン グ 月 前 20 西脇　育子 ハンドメイドの楽しさを味わいましょう。最初はパンツ（ギャザーテープ使用）から。初心者大歓迎です。
3 洋 画 月 前 25 小池　一秀 水彩や油彩で、風景や静物を楽しく描いてみましょう。
4 ウクレレをはじめよう 月 前 15 大

おお

門
かど

　竜
りゅう

大
た ウクレレを使い、童謡から歌謡曲まで、馴染みのある曲を弾いていきます。基礎からはじめます。

5 太 極 拳 月 後 25 中沢　邦子 太極拳は、誰でもできる武術・健康法です。楽しく心も身体もリラックスさせ、健康増進につなげましょう。
6 ウクレレのある生活 月 後 15 大

おお

門
かど

　竜
りゅう

大
た ウクレレを使い、童謡から歌謡曲まで、馴染みのある曲を弾いていきます。経験者コースになります。

7 健 康 ラ イ フ 月 後 20 西澤真由美 運動習慣のきっかけ作り。ゆったりストレッチやセルフマッサージから始め姿勢改善を目指します。
8 水 彩 画 「 写 生 」 火 前 20 小池　一秀 風景や静物の写生を、楽しく水彩で描いてみましょう。
9 たのしいハーモニカ教室 火 後 15 藤澤　寛作 哀愁漂う懐かしい音色のハーモニカ。初歩から学び童謡・唱歌など楽しく演奏してみませんか？
10 憧れのギターライフ 火 後 15 大

おお

門
かど

　竜
りゅう

大
た ギターを使って、馴染みのある曲を弾いていきます。楽器の構え方など、基礎からはじめます。

11 お仕事帰りにたしなむ茶道 火 夜 20 西村　恵里 夜の静かな教室で和敬静寂を学んでいます。釜の湯の沸く音(松風)を聞きながら一服しませんか。
12 火 よ る 太 極 拳 火 夜注

1 25 吉田ますみ 夜の時間を有効活用して太極拳でカラダを元気に。一年後の自分に期待を込めて始めてみませんか。
13 茶 道 水 前 25 十

そ し ろ だ

代田綾子 基本の作法から楽しく学び、気がつけば雨の音も以前とは違って聞こえる…そんな体験をしてみませんか。
14 眞子の実用英会話初級 水 前 20 古

ふる

波
は

田
た

眞子 初めての方も楽しく学べます！簡単な英語で自己表現しましょう。脳トレにも期待できます！
15 四季折々・スケッチ・パステル・日本画 水 前 15 徳永　　昇 描写をとおして仲間づくりしてみませんか。ヘタでいいのです。初心者からベテランまで。
16 悠遊	BONSAI「盆栽」 水 前 12 山本千

ち

城
や

子
こ 自然に生きる植物本来の姿を追求し、植物の生きる戦略を探しながら変化する樹を作ってたのしむ。

17 四季に愛される盆栽とわたし 水 後 12 山本千
ち

城
や

子
こ 鉢の中に自然の姿を縮小し、芽が出て花が咲き、実がなる。こんな四季折々のたのしみ方を提案します。

18 郷 土 史 「 善 光 寺 」	 水 後 20 若
わか

麻
お

績
み

伸
しん

幸
こう 『善光寺繁昌記』を読み解き、明治初期の善光寺の様子を窺う。

19 書 道 「 写 経 入 門 」 水 後 20 岡村　幸
こう

苑
えん 『般若心経』は佛のこころ。写経を通じて美しい細字の世界をのぞいてみませんか。

20 木 版 画 木 前 25 若林　文夫 描く、彫る、摺る制作工程は木版画の創作のよろこび、各々の表現ワールドをひろげていきましょう。
21 かんたん着物リフォーム 木 前 20 森尻　恵美 箪笥に眠る着物を服や肌着にリフォームします。直線縫いだけの簡単なものからコート等まで。
22 水 彩 画 初 級 木 前 25 小山　　清 初心者の方々が描画の基本的な点を学びながら、楽しく同好の皆さんと水彩画を描いてみましょう。
23 N e w 人 物 画 木 夜 20 西澤　　剛 初めての人から少し描ける人まで、モデルさんを見ながら描く楽しさを一緒に学びましょう。
24 パッチワーク･キルト 金 前 15 上

かみ

石
いし

　利子 製図・配色の基礎を学び自分だけのパッチワークを仲間と楽しみましょう。初心者歓迎。
25 書 道 初 級 金 前 24 瀧沢　曲

きょく

峰
ほう 書の基本を古典から習います。行書や調和体を和気あいあいと一緒に楽しく学びましょう。

26 囲 碁 入 門 金 後 15 黒岩　　巌 男女問わず大歓迎。囲碁はミラクルな陣取り遊びです。碁友と共に、楽しく脳を若返らせましょう。

□は3学期制　■は2学期制　　注1（18:30～20:30）　詳細は（3）面の募集要項参照

令和 6 年度  城山公民館成人学校  募集講座のご案内

（城山小学校北門）

令和 5 年度 館報編集委員令和 5 年度 館報編集委員

階段が整備された北門階段が整備された北門 校庭からみた北門校庭からみた北門

あちこちスナップ


